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最終講義

歩み出し：

解釈学的神学へ

•

• 同志社大学神学部

• 石川 立



■第1部

「原点」から哲学、神学へ「それ
る」まで、そして、現在の「研究」に
至るまでを語ろう。

■第2部

「原点」を見つめ直す。そして、現
在の関心も、これからの学びも「原
点」から「それていない」ことを確認
したい。



出エジプト記3章1-3節

さて、モーセはそのしゅうと、ミ
デヤンの祭司エトロの羊の群れ
を飼う者となった。そして、群れ
を荒れ野の奥に導いて、神の山
ホレブに来た。すると、柴の間で
燃え上がる炎の中に、主の使い
が現れた。彼が見ると、柴は火
で燃えていたが、燃え尽きるこ
とはなかった。そこでモーセは
言った。「道をそれてこの大いな
る光景を見よう。なぜ柴は燃え
尽きないのだろう。」（聖書協会
共同訳）

シャガール画
Gentle Reign: I AM (I am not) 
(rorycooney.blogspot.com)

https://rorycooney.blogspot.com/2013/04/i-am-i-am-not.html
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愛知県立
時習館高校

時習館同窓会東京支
部 (jishu-tokyo.com)

ネッカー河畔のテュー
ビンゲンの町。
ドイツでは、町の中に
大学が点在する。
Neckarfront Tübingen
(tuebingen-info.de)

https://jishu-tokyo.com/
https://www.tuebingen-info.de/attraktion/neckarfront-tuebingen-de386ef66f


大学封鎖 某大学
無題ドキュメント (shiro1000.jp)

http://www.shiro1000.jp/tama90/1972/6.html


1969年1月の東大（本郷）
東大の象徴安田講堂を
占拠する学生たち

テリー伊藤と東大安田講堂事件
- エルペディア【Wikipedia】
(rubese.net)

https://rubese.net/lpedia/target.php?name=%E3%83%86%E3%83%AA%E3%83%BC%E4%BC%8A%E8%97%A4&id=146978
https://rubese.net/lpedia/target.php?name=%E3%83%86%E3%83%AA%E3%83%BC%E4%BC%8A%E8%97%A4&id=146978


1969年1月の東大正門。銀杏並木の向こうに
安田講堂がある。
https://oyakochoco.jp/blog-entry-3226.html



1969年1月18日東大正門。機動隊装甲車の突入。
https://oyakochoco.jp/blog-entry-3226.html



『安田講堂の攻防』～インターナショナル - ひまわり博士のウンチク (goo.ne.jp)

1969年1月18日
いわゆる安田講堂事件。
学生を排除する機動隊

https://blog.goo.ne.jp/gallap6880/e/eee64ef057f585cb6a25c62846ada40d


1969年1月18日。54年前。
テリー伊藤と東大安田講堂事件 - エルペディア【Wikipedia】 (rubese.net)

https://rubese.net/lpedia/target.php?name=%E3%83%86%E3%83%AA%E3%83%BC%E4%BC%8A%E8%97%A4&id=146978


根源的な問い

•人はなぜ生きるのか、私は、他の人
ではなく、なぜ私なのか。

•「歩かうと思へば歩くのが自分に違な
いが、其歩かうと思ふ心と、歩く力とは、
果して何処から不意に湧いて出る
か･･･」（夏目漱石『行人』より）

•（学校に対して）これが教育か！



かわいいフリー素材集いらすとや (irasutoya.com)



佐藤俊夫 編
『倫理学のすすめ』
筑摩書房
（学問のすすめ17）
1970年、表紙



根 拠



| Loose Drawing | 無料で商用利用可なフリーイラスト



佐藤俊夫 編『倫理学のすすめ』
筑摩書房（学問のすすめ17）、
1970年、243頁



雰囲気はずいぶん異なるが参考のために（某大学・演習室）：
文学研究科棟 9階９０９演習室（文学部）｜東北大学施設・設備利用案内
(tohoku.ac.jp)

https://asset.tohoku.ac.jp/2019/03/25/01_kawauchi_c13_009%e9%9a%8e_%e6%96%87%e5%ad%a6%e9%83%a8__%ef%bc%99%ef%bc%90%ef%bc%99%e6%bc%94%e7%bf%92%e5%ae%a4/?userlocation=outside


√無料でダウンロード！くわえタバコイラスト 281934-くわえタバコイラスト - forumjpgazo

https://forumjpgazo.blogspot.com/2021/07/281934.html


かわいいフリー素材集いらすとや (irasutoya.com)



瀧澤克己（1909-1984）
S･ヘネッケ、A･フェーネマンス編『カール・バルト＝滝沢克己往復
書簡 1934-1968』寺園喜基訳、新教出版社、2014年 表紙より



瀧澤克己著作集 全10巻（法蔵館）
第2巻は「カール・バルト研究」

瀧澤克己著作集 全10巻(瀧澤克己著) /古本、中古本、古書籍の通販は「日本の古本屋」 (kosho.or.jp)

https://www.kosho.or.jp/products/detail.php?product_id=368978068


瀧澤克己（1909-1984）
S･ヘネッケ、A･フェーネマンス編『カール・バルト＝滝沢克己往復
書簡 1934-1968』寺園喜基訳、新教出版社、2014年 表紙より



Gustave
Thibon

(1903-2001)

Thibon, Gustave,

L‘Ignorance Étoilée,
Paris: Fayard 1974, 表紙



テュービンゲン

テュービンゲン

テュービンゲン ― 大学生とゴーゲンの町｜ドイツ大使館 − 
Young Germany Japan (young-germany.jp)

http://young-germany.jp/2016/05/%E3%83%86%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%83%B3%E3%82%B2%E3%83%B3-%E2%80%95%E3%80%80%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E7%94%9F%E3%81%A8%E3%82%B4%E3%83%BC%E3%82%B2%E3%83%B3%E3%81%AE%E7%94%BA/


http://www.seewide.com/space-article-id-275038.html

https://www.seewide.com/space-article-id-275038.html


クラーク記念館（旧神学館）

同志社大学神学部撮影



■第1部

「原点」から哲学、神学へ「それ
る」まで、そして、現在の「研究」に
至るまでを語ろう。

■第2部

「原点」を見つめ直す。そして、現
在の関心も、これからの学びも「原
点」から「それていない」ことを確認
したい。



私の原点：
井上忠の文章との「出会い」

10代のころの「精神状況」が井上
忠の文章に出会った。

⇒出会うことで一つの理解が生
まれ、一つの地平がひらかれた。



井上忠との出会い①

①一少年の苦悩を、ただの個人的な苦悩とせず、普遍的
なものだと理解させてくれた。

•「この無内容な自己の孤立化、異なりの潔癖さは、真に
自己を充足させ包みきるなにか、つまり全体たる根拠へ
の翹望であり、根拠との自己同一現前への熱願である。
しかも根拠の隠れにより、この希求はいたずらに絶望、
絶対の絶望と化しており、絶望せる自己の空しさは、一
般者はもとより全事実界をもってしても充填されることは
できない。」（p.260）

•「全事実界を廃墟と化す異なりの厳しさの只中に、孤絶
の自己として絶対と対決しなければならぬのは、人間・
根拠の存在構造そのものの力動性である。」（p.265）



井上忠との出会い②

②少年の苦悩を、「孤となり」「異なり」としてあざや
かに描いてくれた。

•「自己以外の一切の事象は、結局は一般者の地
平に設定され、一般者によって限定されるに反し
て、ひとり自己のみは、一般者のうちにいかにして
も包み込まれない存在であり、いわばやんちゃな
存在であり、自己以外の一切を自己ではないと否
定して憚らない存在である。いかに広範な一般者
も、いかに内容豊富な一般者でも、自己のこの抵
抗を包むことはできない。」（p.251）



井上忠との出会い③
③少年の苦悩は、例えば病気だと一般化して済ますのではなく、そ
れは根拠の迫りだと教えてくれた。

• 「たしかに一郎（石川註：夏目漱石『行人』の主人公長野一郎）は
精神科医からすれば立派な精神病者にちがいない。にもかかわ
らず一郎が神経症か精神病であるから、こうした不毛な緊迫が現
成したのではない。そう考えるのはすでに病気という事実、いな本
当は病気という一般者を根拠と考えることである。」（p.265）

• 「このようにして、平生人間がもっとも身近く狎れ親しみ、一切の根
拠かのごとく想い込みがちな全事実を自己より崩落させ、われを
絶望の孤絶に負うものは何か。家庭の親しみ、肉親のいたわり、
恋人のなぐさめをも、一瞬のうちに、樹氷の冷たき淋しみと化し、
遠き星の囁きよりもなお遠きに追い、いなわれとわが身の、われと
わが心の、同行二人すらも許さず、われをただ異なりの荒野、不
毛の砂漠へと出で立たせるもの、それこそは、事実を根拠と見誤
り、一般者を真理と錯覚する人間の頽落に対する根拠からの手痛
い警告である。そしてそれは同時に、かくまでにわれを独占し所有
しようと、われ存立の骨髄を貫き来る根拠の愛の迫りである。」（p.
264）



井上忠との出会い④

④ギリシア哲学やアウグスティヌスや十字架のヨハネへの案
内。

•井上忠の他の文章では、アリストテレスの研究とは、アリス
トテレスを一般者として解説することではなく、アリストテレス
を同僚としてこれと対話することである、という類のことをし
ばしば述べている。

•「例えば、自己省察の途を「自己よりもなお内奥なるもの」へ
と拓き、神もまたそこに住みたもう記憶の宏大をしめしたア
ウグスチヌス（A.Augustinus, 354-430）や、同じく自己の裡に
想像を絶する神秘至高の風光を披いた十字架のヨハネ
（San Juan de La Cruz, 1542-91）の、自己把握の限りない
豊かさを想わずにはいられまい。」（p.266）



私の原点：
10代の頃の私の前に広がった地平・理解

•井上忠は、人が絶望に陥ることを一般者
拒否として評価する一方で、絶望にとどま
ることを、根拠に対する身の閉ざしとして批
判している。

•「自己は一般者（事実界）を拒否するが、
内容はない。むしろ自己は、現実世界に身
を披き、これを身近な事柄としていくときに、
迫り来る根拠を迎えることができる。」



最後に
解釈学的神学①

•ガダマーの「地平の融合」については、これ
までの講義の文脈で言えば、次のようにま
とめられるのではないか。

•「解釈とは、目の前に来るものを、一般者と
して拒否したり、遠ざけたりするのではなく、
当方の身を披いて、目の前に来るものを、
親しきもの、近しいものとしていくことであ
る」と。



最後に
解釈学的神学②

•「解釈学的神学」とは、聖書を読者の実存に引き寄せ
て読み、また、聖書の中に読者の自己を投入して読む
――このような読みにもとづいた神学、ということができ
るだろう。すなわち、聖書と対話すること。聖書を一般
者にしてしまわない。一般者として解説して、付き合い
を終わりにしない。聖書を親しきもの、近しいものとして、
これに身を披いていく。あくまでも対話し、ガダマー流に
言えば、聖書との地平の融合をはかっていく。

⇒こうして聖書との出会いが生じる。出会いによる新し
い理解が生じる。論理によってたぐりよせた理解ではな
く、地平の融合という形の理解が生じる。

⇒これが啓示である、と言えないだろうか。



結論

•以上の考察から、私の原点がそもそも
解釈学的な出会いの事態であったと言
うことができる。

⇒したがって、その原点と、現在の私の
関心である解釈学、そして、次のステッ
プとして定めている解釈学的神学は、
しっかりつながっていると見ることがで
きる。



2023年1月18日

最終講義

歩み出し：

解釈学的神学へ

• 終了
•


